
　新型感染症もほぼほぼ収まり、副議長に選ばれた

こともあり、京都教区事務所に来ることも多くなり

ました。教区事務所での大きな発見は、わたしの写っ

た写真が掲げられているということです。京都教区

事務所の開所式（1987年）の集合写真です。そのな

かにわたしが写っています。当時、わたしは同志社

大学神学部の学生で、京都葵教会にかよっていまし

た。京都葵教会の牧師は佐原英一牧師で、当時、京

都教区の書記をしておられました。わたしは友人た

ちと一緒に、よく京都教区報や総会資料の校正のバ

イトにかりだされていました。

　この集合写真にはいろいろな牧師さんたちが写っ

ています。この集合写真に写っている牧師さんたち

をみると、「みんな若いなあ」と思えます。当時の

わたしは同じ牧師さんたちを見ながら、「みんなりっ

ぱな牧師さんたちだなあ」と思っていました。しか

しもうそのりっぱな牧師さんの年齢を、わたしは越

えているわけです。京都教区事務所の開所式からも

うほぼ40年たっているわけですから、世の中の移り

変わりがあるのも仕方がないことだと思います。

　わたしが同志社大学神学部で学び始めたのは、

1985年です。1985年は戦後40年の年であり、「荒れ

野の40年」というのが世界の話題でありました。西

ドイツのヴァイツゼッカー大統領がドイツ終戦40周

年を記念して行なった演説が『荒れ野の40年』と題

されて、岩波ブックレットから出版され、キリスト

教界でよく取り上げられていました。「やっぱりド

イツはキリスト教国ですばらしく、ナチス・ドイツ

の戦争犯罪についても徹底して悔い改めることがで

きている。日本のキリスト教も見習わなければなら

ない」。学生時代でもあったので、わたし自身もそ

うした事柄について大きな影響を受けました。

　それからときはながれ、世界情勢も大きくかわり、

イスラエルとイスラム組織ハマスとの戦争などにお

いて、イスラエルが行なった攻撃に対して、ほとん

ど沈黙を守っていたドイツやヨーロッパの国々の様

子をみるときに、わたしは戸惑いを覚えました。

　頭の整理をするために、『岐路に立つドイツの「過

去の克服」イスラエル・パレスチナ紛争からの問い』

（大月書店）を読みました。ドイツにおいても「過

去の克服」というのは、なかなかむつかしいものな

のだと思いました。「やっぱりドイツはキリスト教

国ですばらしく、・・・」というものでもないわけ

です。

　私たちもいろいろな過去からの課題を抱えていま

す。状況も変わっていますし、昔と同じようにすれ

ばよいということでもないでしょう。しかし課題を

放り出すというわけにもいきません。課題を思い起

こし、落ち着いて考え、はなしあい、そして現代に

あった解決をしていくということなのだろうと思い

ます。聖霊によりて、よき解決へと導かれていきま

すようにと祈りたいと思います。
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　京都教区の皆様、主のみ名を讃美いたします。

　この度、教区総会で按手礼に与り、新たに教師と

して歩み始めることとなりました後宮 嗣と申します。

　2023年に伝道師となり、意気揚々と牧師への道を

志していました。迎えた一度目の正教師試験ですが、

多くの教会員の方々や先輩牧師の皆様に送り出して

いただいたにも関わらず「不合格」となったことで、

その高慢さを打ち砕かれました。「牧師になろう」

としていた自己中心的な祈りの姿を突きつけられ、

深い挫折と自己嫌悪に陥るときがあったのです。

　その後も逃げ出したい思いに駆られ、受験勉強も

祈ることもままならない日々が続き、受験を諦めよ

うともしておりました。しかし、教会の方々を始め

とする多くの方の祈りに押し出され、私の意思とは

逆の方向に事態は進み、あれよあれよと受験日の当

日を迎え、まったくの準備不足で迎えた試験のその

結果は「合格」でした。

　この意外な結果を受けて、信仰・性格・能力・知

識とあらゆる面で不安と恐れを抱いておりました。

思い起こせば、私は妻が第一子を授かった際、「父」

となることへの責任の重さに狼狽した経験がありま

した。しかし、産声を上げた我が子をこの腕で抱い

た時、主は私に教えてくださいました。「お前が父

になるのではない。子がお前を父にしていってくれ

るのだ」と。按手礼の日、そのことを思い起こして

おりました。「私が牧師になる」のではない「神が

私を牧師にしていってくださる」そして教区の「教

師や信徒の方々が私を牧師にしていってくださる」

のだと。私は私を信じ切ることはできないでおりま

すが、主なる神と教区の皆様の信仰は信じることが

できます。嵐の中で弟子たちに「恐れるな」と語り

かけられた主イエスの言葉が、今の私の救いと支え

経ての赴任となります。現在は種々のご教示を受け

ながら新たな教会のわざに励んでいるところです。

　不思議にも京都葵教会は学生時分に神学部の親友

とともにお世話になった教会でもあり、その熱気は

今も変わりません。京都葵教会は多くの牧会・伝道者

を世に送り出してまいりました。その背景には集う

人の洗練さと泥臭さを主イエスにあって互いに受け

入れる交わりが絶えず、とりわけその泥臭さを神の

愛のうちに赦しあい、そして熟成されるまで根気強

く待つ雰囲気があるように思います。また心臓病を

抱えたこどもたちとともにあゆむパンダ園の活動の

場としても用いられています。当面託されたお役目

は京都葵教会ならではの寛容さを尊び、種々のわざ

　2026年度より京都葵教会に招

かれました稲山聖修と申します。

生まれは北多摩郡。同志社大学

神学部に入学し、大学院修了後

には向日町教会伝道師、主任担

任教師として鳳教会、梅花女子

大学、泉北ニュータウン教会を

になっています。

　先日、教会員の方から「格好いい牧師にならない

でください。格好悪い牧師になってください」とい

う、大切な言葉をいただきました。世の中が混迷し、

教会の歩みも容易ではない時代です。しかし、だか

らこそ私は、弱さの中にこそ宿る主イエスの十字架

による贖いと復活の光を証ししてゆきたいと願って

います。

　世光教会、そして京都教区の一員として、皆様と

共に歩めることを深く感謝しております。

　どうぞよろしくお願いいたします。
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に誠実に仕え、仮に遠回りに見えたとしても向き合

う課題から逃れずに挑戦する生活態度に根差します。

　同時に稲山は教会に住まいながら同志社女子大学

に嘱託講師としての勤務を赦されています。新型コ

ロナ禍を経た学生諸姉の意識は決して侮れず、あら

ためて日々の問題意識を絶えず磨いておかねばと痛

感しております。

　現時点では起床後に教会周辺の掃き掃除やごみ収

集を通して道行く方々と意思疎通を計り、牧師室に

閉じ籠ることなく教会員との情報共有に始まる業務

に励んでいます。伝道師のころに恩師から刻まれた

「あなたがたには世で苦難がある。しかし、勇気を

出しなさい。わたしは既に世に勝っている」（『ヨハ

ネによる福音書』16章33節）に立ち返り、同労者・

教会員の汗と労苦を想起しながら『聖書』を味わい、

京都葵教会ならではの味のある交わりを拡大し、京

都教区のみなさまとおつき合いいたしたく存じます。

よろしくお願い申しあげます。

る中で、常に念頭に置いている言葉は、「繋がりを

大事にする」という言葉です。この言葉は、関西労

伝委員長の働きも担われた、浪花教会の故三好博牧

師がお会いする度に、「大谷さん、関西労伝専任者

としての働きを続けて行く上で大事な事は繋がりを

大事にすることやで！」と、常々、言われていた言

葉です。

　京都御幸町教会界隈には教団だけではなく、やた

らにキリスト教会が多いことに最近気付かされてい

ます。キリスト教会が何かを一緒にやりやすい場所

だとも言えますが、繋がりを大事にしながら、この

時代が抱える問題に、それぞれの諸教会と共に関わっ

て行くことが出来たらと改めて思わされています。

関西労働者伝道委員会（以下、関西労伝と略す。）

の専任者として、釜ヶ崎での働きも続けて来ました。

関西労伝専任者は2024年 3 月末日で辞任したため、

今はフルタイムではありませんが、関西労伝が、毎

月 2回のペースで釜ヶ崎で続けている夜回りには参

加し続けています。関西労伝専任者としての働きを

始めたのが、1992年ですから、かれこれ30年以上、釜ヶ

崎と関わっていることになります。

　関西労伝専任者の時もそうですが、釜ヶ崎と関わ

　この 4月から、京都御幸町教

会で牧師として働くようになり

ましたが、早いものでもう 4ヶ

月目を迎えようとしています。

前任の教会は高槻市にある摂津

富田教会でしたが、摂津富田教

会での牧師としての働きの傍ら、

介してもらえず、不本意ながら赴任した広島のキリ

スト教学校でした。赴任前に教頭先生から渡された

初代校長ゲーンズ先生の伝記を読み、27歳のアメリ

カ人女性が唯一人、明治初期の日本、しかも広島に

行く決心をしたその勇気と信仰に励まされました。

そのゲーンズ先生の愛誦聖句が「我らは神と共に働

く者なり」でした。公立育ちの自分は経験したこと

のない中高のキリスト教教育、聖書の授業に、無我

夢中で取り組み、多くの方に支えられ、生徒たちと

共に成長する喜びを分かち合うことができました。

今は、この働きの場が与えられたことに、確かに神

の導きと恵みを覚えています。

　また、広島女学院は原爆によって360余名（いま

だに人数が確定しないのは大量殺戮兵器の特徴です）

　「我らは神と共に働く者なり」

（コリントの信徒への手紙一　

3章 9節　文語訳聖書より）は、

私が長年働きの場を与えられた

広島女学院の学院聖句です。

　思えば、大学で教会牧会を志

しながら、女性ゆえに教会を紹
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の生徒・学生・教職員の命を奪われました。私が赴

任した当時はまだ、被爆体験のある教職員が複数お

られ、教頭先生は軍国少女ゆえに郊外の軍需工場に

留まり、広島に戻った同級生の多くが礼拝直後のチャ

ペルの下敷きとなって亡くなったことの重荷を背負

い続けておられました。そんな耐え難い痛みを土台

とした広島女学院の平和教育、人権教育は筋金入り

でした。私は YWCA 部顧問として、東岡山治牧師

のキリスト教社会館とも関わりを持たせていただき

ました。

　定年後の非常勤 2年を終え、この度、出身地の関

西に戻り、京都の地で引き続き学校現場での働きの

場を与えられました（近江兄弟社高校、平安女学院

高校聖書科非常勤講師）。また無牧の安曇川伝道所

の礼拝のお手伝いもさせていただいています。ヒロ

シマの地で与えられたものをこの京都・滋賀の地で

返していく、それがこれからの私の使命であり、「神

と共に働く」業であろうと思っています。どうぞよ

ろしくお願いします。

の協力を得て礼拝を守ってこられました。わたしは

4人目の主任担任教師ですが、教会にとっては、全

くの外部から、女性牧師として、独居者として（牧

師を支える家族がいない者として）、性差別問題や

性的マイノリティの宣教課題を担ってきた一人とし

て、初めて尽くしのことが重なっています。

　昨秋に招聘の打診を受けた時点ですでにリンパ転

移のガンが見つかり、ステージⅣの宣告を受けてい

　京都教区につらなるみなさま、

いつもお交わりやお支えをいた

だいておりますことに感謝いた

します。

　西小倉めぐみ教会は昨年に棚

谷直巳牧師が召天され、平田義

牧師の代務、南山城伝道協議会

ました。闘病生活の治療効果はかんばしくなく、年

明けには主治医から「一年であれば活動ができるだ

ろう」と言われました。とりあえず一年を乗り切る

ことが目標です。教会の牧師は「自立生活」が望ま

れるのが現実です。いずれこの世での最後の時間は

伴走してくれるチームがあるところに生活拠点を移

します。いまは自分が生計を立てるためのいくつか

の草鞋を履き続けられる残り時間、動けなくなる前

までは教会での役割を担いたいと願っています。

　また、巡回教師時代に担ってきた「信仰とセクシュ

アリティを考えるキリスト者の会（ECQA）」や、

性的マイノリティの宣教課題や研究も個人の活動と

して続けていきます。

　西小倉めぐみ教会のこれからのためにも、どうか

お祈りいただけますと幸いです。今後ともよろしく

お願いいたします。

　山下壮起です。この 4月より、同志社女子大学表

象文化学部英語英文学科に聖書担当教員として着任

しました。大阪教区の阿倍野教会との兼務です。

　これまでは、「ただそこにいる・地域をぶらぶら

する」ということを大事にしてきましたが、この 4

月からは週 4日の通勤や授業の準備で夜遅くまで仕

事をしたり、学生への対応をしたり、社会に出て働

くことの大変さを実感しています。自分の限界をつ

くづく思わされると同時に、毎日なんとかなってい

ることに不思議な感覚を覚えています。その不思議

さにゆだねながら、新しい環境で自分の働きについ

て考えていきたいと思います。

　同志社女子大学は今年で創立150年を迎えます。

日本で多くの女子大学が閉校したり、共学化したり

していますが、女子大学にしかできない働きがある

はずです。どうぞ皆さまの祈りに覚えていただけま

すと幸いです。

　最後に、先日アメリカ建国250年を祝う〈Freedom 
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250〉というトランプ大統領肝いりの記念式典が行わ

れ、トランプ支持者の熱気に包まれました。ところが、

激しい雷雨に見舞われ、式典の参加者数千人は急遽

避難することを余儀なくされました。避難先となっ

たのは、スミソニアン博物館群の一つである国立ア

フリカン・アメリカン歴史博物館でした。トランプ

支持者がもみ消そうとする歴史を展示する場所です。

この自然を支配される神は、大風と雷を起こして、ト

ランプ支持者にアメリカ建国に最も貢献した人びと

の歴史を学ばせたということなのでしょうか。そん

な神の導きにすべてをゆだねて歩みたいと思います。

今はまだ学生ですが、これから京都で様々なことを

学びつつ、「再び」牧師を目指して歩んで行くこと

ができればと考えております。そのために何か教区

の中で協力できることがありましたら、いつでもお

声がけください。お手伝い致します！

　京都教区の皆様、初めまして。吉川祥平と申しま

す。私は今現在無任所教師で、どこかの教会に仕え

ているわけではないのですが、京都に引っ越してき

たので、こうして自己紹介を書かせて頂くことにな

りました（ご配慮に感謝いたします）。

　私は以前、ある教会の伝道師をしておりました。

ですが心の病気になり、一年で退職してしまいまし

た。その後、数年間のフリーター生活を経て、今年

度からは学生として、京都大学大学院でキリスト教

学を学んでいます。

　「さあ新たに頑張るぞ」と意気込み、 4月に京都

にやって来たのですが、ちょうどこの自己紹介を執

筆していた時に、福岡に住む母の病気が発覚しまし

た。かなり重い病気で、私自身、母のそばにいてあ

げたいという思いもあり、秋学期は休学して、半年

ほど実家に帰ることに決めました。神様に対して、

「せっかく新たな道を踏み出したのに、どうしてで

すか？」と言いたい気持ちにもなりましたが、これ

が神様の意思であるならば、受け入れるしかありま

せん。この世界には、苦しい思いをしている人たち

がたくさんいます。もし私が、そのような人たちの

ために再び牧会をすることができるようになったな

ら、この経験も決して無駄にはならないでしょう。

設のチャプレンとして関わる機会が与えられました。

また 4年間、国立ハンセン病療養所内にある光明園

家族教会の代務者をお受けしてきました。加えて、

岡山の地は明治期のキリスト教福祉の源流が色濃く、

私自身もアリス・ぺティー・アダムスや石井十次な

ど歴史に生きたキリスト者たちから多大な影響を受

けた10年間でした。

　京都教会において神が私をどのように用いようと

されるのかは到底はかり知ることはできません。し

かし、思いを尽くし、力を尽くし、知恵を尽くし、

神を第一に生きようとするとき、その先のことを神

が必ず引き受けて備えてくださる。この確信をもっ

て宣教に臨んでおります。「自分のために」という

思いが湧き起こった時にたいてい失敗し、「神を第

一に」と心を向けたときに進むべき道が示された幾

つもの経験がこの確信の土台にあります。そして自

分の限界を迎えても、後のことは神が必ず引き受け

てくださるという希望を持っております。この確信

と希望が私自身の宣教の原動力です。安息をいただ

いた時には自然豊かな場所で憩いを得ることもしば

しばですが、主からの恵みと希望をもってこの地で

の宣教に仕えていきたいと思います。

　2026年 4 月より京都教会に着

任しました渡辺真一と申します。

前任地では10年間、岡山博愛会

教会の牧師として仕えてきまし

た。岡山博愛会には社会福祉法

人が併設されており、病院、こ

ども園、高齢者施設など計13施

新たな始まり
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 祥
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平
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　2026年 1 月19日〜20日、毎年恒例の一泊二日の教

師一泊研修会を行なった。例年講師をお呼びして、

学びと交わりの時を持つが、今年は哲学者の谷川嘉

浩さんをお呼びした。大学で教鞭を執りつつ、自ら

を意識的に「哲学者」と名乗って多様なフィールド

で活動する谷川さんの視点は、キリスト教という枠

組みを越え、我々に極めて刺激的な学びをもたらし

た。

　谷川さんはまず現代で人にメッセージを伝えてい

くことの難しさをご自身の経験から語られていた。

現代の若い世代は、わずかな「上から目線」のトー

ンを感じ取っただけで、即座に心を閉ざしてしまう

傾向があるという。私はこれを聞いて、「え？ 教会

の礼拝なんて、牧師が講壇という上から語っている。

牧師自身が上から目線で語っているかどうかは別と

して、教会の礼拝の構造上そうなっていて、そのトー

ンになってしまっている」と、しばらく考え込んで

しまった。谷川さんはこの時代、「誰の目を見て話

すか（誰に対して話しているのか）」を考え、話す

ことが大切だと言われていた。私たちは礼拝におい

て、あるいは宣教において、一体誰を見つめ、どの

ようなメッセージを届けようとしているのだろうか。

　さて谷川さんは著書でも論じられている「ネガティ

ブ・ケイパビリティ（安易に答えを出さず、不確実

さの中に留まり続ける能力）」を取り上げ、この姿

勢こそが「信仰」と通底するのではないかと言われ

た。私もそう感じていた。生きていく中で、安易に

答えが出ないことがある。何でも早く決断し、物事

に対処していくことが求められる世界になって久し

いが、信仰は一朝一夕に何でも答えが出せるもので

はない。むしろ、信仰を持つからこそ問いが増え、

わからないことが増えてくる。若かった時は問いが

増えていくことに耐えられず「わからない」「勉強

不足」「信仰が足りない」など結論づけていたが、

最近は、信仰とは「なぜ？ どうして？」の問いに「生

かされていくこと」ではと考えるようになったのだ。

イエス・キリストに「あなたはなぜそう生きるのか？」

と問われつつ、また自分もイエス・キリストに「ど

うしてこうなのですか？」と問うていく。自分の求

める答えは手に入らないが、この問いを抱き続けて

いくことこそが、生かされていくということではな

いか。

　最後に、谷川さんがたくさん話されたことで印象

的だったもう一つのことは、歴史と伝統に関する指

摘である。哲学もキリスト教も何千年という歴史と

伝統を持つことは強みであるが、哲学もキリスト教

も知らない人にとっては、入りづらくわかりにくく

なっている。そのわかりづらいものをどういう言葉

遣いで語るかが大切だと言われていた。また哲学も

キリスト教も、それらが持つ「言葉」が自分の血肉

になるまで、どれだけの時間がかかったのかを考え

てみてくださいと言われた。時間がかかるものなの

だから、キリスト教を知らない人たちに、どんな風

にどれだけ時間をかけて伝えていくか、工夫と労力

問 い を 抱 き 続 け て 、生 き る
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　2026年 1 月25日（日）、標記の集会（主催：教区障

がい者問題特設委員会）が持たれた（25名参加、洛

南教会）。

　第一部は大林叡貴牧師（京都教会）による小礼拝。

　第二部は黒多みなみ牧師（向島伝道所）・大林叡

貴牧師による対談とみんなで話し合いが行われた。

・イエスの呼びかけに「面白そうだな」と網を捨

てて従った弟子たちのような教会のあり方をめ

ざしている。

・教会の中では音楽を楽しんだり、ともに食事を

することを重視してきた歴史がある。

・教会は力をもらえる、教会に行かないと落ち着

かない、みんなに会える、オアシスのようなと

ころとして存在してきた。

・教会は人の集まりなのでトラブルもおこる。単

に静まるのではなく「ワチャワチャなりながら

も前に転がっていく」「イエス様を受ける共通

基盤を信じて、楽しいことを追求していく」な

ど、教会ならではの解決法もあるのではないか。

　第三部は歌と交流として「柄」（社会からマイノ

リティのレッテルを貼られて画一的に見られがちな

人たちの多様な個性や才能を生かした交流活動〈ワー

クショップやアート活動〉をしているグループ）の

みなさんによる障がい者の視点から見た社会の問題

点を学ぶカルタ遊びの紹介、団野利男さんによる作

詞作曲の歌の演奏、石田輝美さんによる手話と讃美

などがあり、楽しいひとときを持った。

　当日、「柄」のメンバーによる手作りのコーヒー

も作って美味しくいただいた。

を惜しんではいけないだろう。けれど、ネットの動

画でも映画でも倍速で見る「時短」が主流になって

いる時代の中で、果たして人々は、我々にそれほど

の時間を割いてくれるだろうか。そして私たちは、

時間をかけて伝えていくための工夫と労力を、真剣

に注いできたと言えるだろうか。今回の研修は、教

会の現状を見つめ直し、私たちが挑戦していくこと

を明確にする貴重な機会となった。

　私は昨年度より教師部の委員長を務めている。来

年の研修会に向けて「こんな講師を呼びたい」「こ

のテーマで語り合いたい」といった意見を広く募集

したい。

　困難な時代だからこそ、一緒に「問い」を分かち

合っていきませんか？

「みんなが楽しめる教会　対談・歌と交流のつどい」報告
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　 5月17日、皆様の心温かいお祈りとお支えによっ

て完成しました能登川教会新礼拝堂の献堂式を、神

様の恵の内に執り行うことができました。多くの皆

様が集ってくださり献堂の感謝の礼拝を捧げられま

したこと、教会員一同心より感謝させていただいて

います。

　新礼拝堂はヴォーリズ建築事務所様が設計してく

ださり、地元の大兼工務店様が建てて下さいました。

教会員の多くの方々が高齢となり、また教会員であ

る止揚学園の障がいのある方々の中にも 2階へ続く

階段の昇り降りが難しくなってきた状況を踏まえ、

この度礼拝堂を 1階に設けることとなりました。小

さな礼拝堂ですが、お年寄りも障がいのある方も安

心して使っていただけるよう廊下も広く、トイレも

さいました神様に感謝しております。

　この 3年間毎年洗礼を受けられる方も与えられ、

励まされ、これからも悲しみや苦しみの内にある方々

を神様が守ってくださるように、そして私達もその

方々と共に歩む者とされますよう祈り、祈りこそが

神様の光へと続く希望であると信じつつ歩み続けて

まいります。　

　ぜひ新礼拝堂にお立ち寄りいただき、共に祈りを

捧げられましたらこれほどの喜びはございません。

3か所設けました。礼拝

堂正面上には無花果のス

テンドグラスが美しく輝

いています。

　谷香澄先生の導きのも

と、身体の面も安心し、

ゆっくりと祈りを捧げら

れます礼拝堂を与えて下

一粒の麦種を播かれました。姉妹の文字通り献身的

なお働きあって麦種は芽を吹き根付きこの地に合っ

た成長をしました。数年後には伝道所にまで育ち、

土地に合った教会の基礎固めが成っていました。

　この基礎の上に麦種は世代交代を繰り返し、喜ん

だり苦しんだり、立ち上がったり沈んだりしながら

　大江野の花教会は、本年 6月28日の記念礼拝をもっ

て一旦活動を閉じました。今までに頂きました多く

のご支援、温かいお交わりに心よりお礼申し上げま

す。

　神様は約80年前、この草深い大江の地をお選びく

ださり、一人の女性信徒をお用いになって、最初の

能登川教会新礼拝堂完成の報告

一 粒 の 麦 は …
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んです。

　私達はこの 2件は偶然ではなく神様のお計らいと

確信しました。「神様は麦種を守っていてくださった、

私達は見捨てられてはいない」と。

　新しい出発をする私達をよろしく。

　神様、ハレルヤ！

　皆様、ありがとうございました。

それでも神様の豊かな愛に包まれて私達は、本当に

恵まれた信仰生活をさせて頂きました。

　今、閉所に当たり、私達が一番気がかりだったの

は「これは神様のご意向に添うのか？ 神様は閉所

することをお許しくださるのか？」という事でした。

皆で祈り続けていた中で、二つの思いがけない出来

事がありました。

　一つは、静かに反省しつつ敗者の様に閉じようと

いう思いにとらわれがちな私達に、両丹地区の方々

から「地区として記念礼拝をし、感謝と今後の希望

を共有しましょう。」と言ってくださり、そのよう

にしていただいたことです。消極的な私達は大いに

力付けられました。

　今一つはこの期に及んで二人の新しい仲間が加え

られた事です。お一人は長年求道されてきた姉妹が

これを機に受洗に導かれたこと、今一人は遠き地よ

り農業実習生として当地に来られた若き転入会員さ

な視聴覚教材の可能性、自分の身体で感じ自分の頭

で考えることの重要さ、等のことが語られました（内

容の詳細は、小見さんの著書『みんなで神の国を―

キリスト教教育という希望』（2026年）をご覧くだ

さい）。第 2 部は2024年より行われてきた「教会合

同小学生キャンプ」の実行委員による発題。京都

YMCA 主事の藤尾実さん、桂教会牧師である熊谷

沙蘭さん、そして青年部の佐々木がそれぞれの普段

の持ち場で感じていることやキャンプへの思いを語

りました。そして第 3部では、教会合同キャンプに

参加した 2名のおとなによるコメントと、質疑応答

がなされました。

　ヒト・モノ・カネ、あらゆる面で教会は弱体化し

ています。しかし、「やるべき」とされる「しごと」

は減らず、課題は増えるばかり。既にその総量は実

　これまで、教会・学校・YMCA 等が担ってきた

キリスト教教育。しかし、状況やニーズが変化する

中で、これまで通りの活動の継続が難しくなってき

ています。このような中で、どうすれば従来の活動

を継続できるのか？ そもそもキリスト教教育は、

これまでのあり方でよかったのか？ 今を生きる子

どもたちへキリスト教教育・教会は何ができるのか？ 

こうした問いを共有する場として、「こどもとみん

なと教会」セミナーを2026年 3 月20日に開催しまし

た。主催は京都南部地区青年部と京都 YMCA。会

場は室町教会にご提供いただき、41名が参加しまし

た。

　第 1部は小見のぞみさん（関西学院短期大学）に

よる講演。キリスト教教育における「メディア」と

いう切り口から、方法論を軽んじないこと、伝統的

「こどもとみんなと教会」セミナー報告
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　すでに各教会には京都教区総会の報告はお送りし

ていますが、その後の動きも含め、ご報告します。

　今年度の教区総会は、洛陽教会に於いて、 5月15

日（金）10：00〜18：00、16日（土）9：00〜正午に開

催されました。昨年度はアメリカンボード京都宣教

150周年の礼拝や講演がありましたが、今年度は通

常通りの総会となりました。逝去者追悼を含めた開

会礼拝では、説教を熊谷沙蘭教師、追悼祈祷を小笠

原純副議長にしていただきました。また在日大韓基

督教会関西地方会京都地区、韓國基督教長老會大田

老會からの書面挨拶、教団年金局、教団部落解放セ

ンターからそれぞれ挨拶を受けました。11：00の時

点で91名の出席が確認され、総会は成立しました。

なお、議場からの提案により、飯塚拓也教団部落解

放センター副委員長、森なお兵庫教区議長が推薦准

議員として承認し、議事へと入りました。

　今総会では10月27～29日に東京 ･富士見町教会で

開催される教団総会の総会議員の選挙が行われまし

た。京都教区は信徒10名、教師10名の議員数で、半

数連記での選挙が承認され、行われました。結果は

以下の通りです。（敬称略）

信徒　 冨増献兒　 堀井 忠　　原田 潔

谷村耕太　 金子町子　 山下容子

上田佳子　 原田直樹　 井上 直

有川 悟

教師　 横田明典　 小笠原 純　浅野献一

平山正道　 鳥井新平　 菅根信彦

新井 純　　熊谷沙蘭　 堀江有里

横田法子

　時間短縮のため、今総会でも報告書の朗読は割愛

し、質疑応答から議事を始めました。議長報告、常

置委員会報告では、「教師問題」の課題の風化、「合

同問題」への教区の姿勢、沖縄 ･辺野古での事件を

巡る意見、負担金未納教会を巡る教区のあり方の問

題、アウティングを巡る教団部落解放センターの姿

勢、など多岐にわたって問われました。現在、常置

委員会ではこれらの課題を整理し、議論を始めてい

るところです。按手式執行に関する件では、議長が

のは、このことを問いつつ「幕屋」をたたみ、必要

なところへ次なる「幕屋」を建てることではないで

しょうか。

際にこなせる「キャパ」を越えています。そんな状

況のただ中にあって、「本当はこんなことやりたい」

という「希望」を現実化できない閉塞感と、社会の

新たな周縁から発されている「小さな声」に応答で

きていないことの無力感に苛まれて心が沈んでいる

のは私一人ではないでしょう。

　今回のセミナーで私の心に残っているのは、「教

会は幕屋である。たたんで、移動して、また建てる」

というキャンプ参加者からのコメントです。現状維

持で精一杯。これが私たちの現実です。でも、こん

なこといつまでも長くは続かないでしょう。明日の

教会のために、本当にやるべきことは何なのか？ 

私たちは誰とともに生き、この世に何を創り出して

いくのか？ 今、キリスト教教育に求められている

京 都 教 区 総 会 報 告
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教区を代表して按手をする方法を提案しましたが、

これに対して希望する有志もともに按手をするとい

う修正動議が出され、審議しました。熱心な議論が

展開されましたが、最終的には修正動議は少数否決

となり、議長提案の方法が承認されました。

　今回は法定議案以外の議案「議案11号　大江野の

花教会解散に関する件」がありました。大江野の花

教会から教会解散申請が出され、経緯を説明のうえ、

教会員である人見聖子さんより、教会の歴史、経緯、

今後のことについて報告をしていただきました。ま

た大江野の花教会への思いを頂いている方のお話を

伺い、長年にわたる宣教の歩みに敬意を表し、承認

し、小笠原副議長による祈祷を献げました。なお、

6月28日には記念礼拝が行われ、大江野の花教会に

関わった50名ほどの人が集まりました。

　 1日目16：30から「教団機構改定案について内容

説明と発題」とのテーマで協議会を開催しました。

教団 ･常議員会から提案され教区総会での意見を求

める、とされた教団機構改定について、教団からの

資料をもとに議長が説明した上、何が問題であるか

を発題しました。これについても活発な意見交換が

行われました。この協議会のまとめを常置委員会で

確認、教団に報告しています。すでに教団 ･常議員

会で報告され、各教区からの意見を踏まえた提案が、

今教団総会で提案される予定です。

　 1日目に按手式執行に関する件を可決し、 2日目

9：00から按手式礼拝を行いました。後宮嗣教師（世

光）が、教区全体からの祝福を受け、按手を受けら

れました。

　 2日目に建議請願審査委員会の報告を受け、以下

の主旨の建議 2件を本総会の議案とすることを可決

し、議案20号、議案21号とし、審議をしました。議

案は賛成多数で可決し、総会後にそれぞれの声明を

関係各機関や各教会・伝道所に発送しています。

議案20号　「国家情報会議」設置法案の廃案を求め

る声明を内外に向かって表明する件

議案21号　戦前 ･戦中へと回帰しているこの国の

あり方に抗して、「日本国憲法」に関

する京都教区としての態度を再確認し、

内外に表明する件

　教団から教区総会に派遣される問安使に対しては、

教団の一方的な姿勢に抗議して、23年連続で今回も

お断りしました。一方的な姿勢とは、「沖縄キリス

ト教団と日本基督教団の合同のとらえなおし」関連

議案廃案（2002年度）や、聖餐の未受洗者配餐を理

由にした不当な教師免職（2010年度）などです。た

だ当教区は問安使拒否をしつつも、これまで陪席要

請の形で教団三役 1名を招いた対話をしています。

常置委員会では 8月11日（火）に「教団三役を招いて

の対話集会～藤盛勇紀副議長にきく」を開催しまし

た。

京都教区総会の声明 2点

今、あらためて「日本国憲法」を擁護する態度

を表明し、武力・戦力保持による戦争抑止・解決、

武器輸出、および現在進められている「緊急事

態条項」を含む改憲の動きに強く反対する声明

　わたしたち京都・滋賀にある諸伝道所・教会とそ

こに集う者は、神による平和・正義・公平を希求し、

現「日本国憲法」の基本原則である「主権在民」、「基

本的人権の尊重」、「平和主義」を護る。また戦前・

戦中へと回帰し、国家優先、権力の暴走をゆるす憲

法へと改憲する動きに強く反対する。そのために、

憲法改悪を憂慮し、現憲法を擁護しようとする多く

の住民とともに、こうした動きに抗うことを、ここ

に改めて表明する。

　加えて、「集団的自衛権」、戦力保持・増強による

紛争・戦争解決、「平和主義」に反する武器輸出を

平和の主イエス・キリストにあって強く反対する。

「剣をさやに納めなさい。剣を取る者は皆、剣で滅

びる。」（マタイによる福音書26章52節：新共同訳）

　2026年 5 月16日

 日本基督教団京都教区第90回（合同後第60回）

 京都教区定期総会
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「国家情報会議」設置法案に強く反対し、廃案を

求める声明

　わたしたち京都・滋賀にある諸伝道所・教会とそ

こに集う者は、すべてのいのちが尊ばれ、思想・良

心・表現の自由が神から与えられた権利であること

を平和の主イエス・キリストにあって信じるゆえに、

「国家情報会議」設置法案の廃案を強く求める。

　この法案とこれから制定、創設されようとしてい

るスパイ活動防止法、「対外情報庁（仮称）」は、先

の15年戦争（1931年～1945年）下で起こった国民相

互の不信と相互監視、またさまざまな分断、差別、

抑圧をくりかえしかねない危険なものであり、到底

容認できない。

　わたしたちは、戦前・戦中で日本基督教団が戦争

協力をしていった過ちと罪責を深くかえりみる。そ

してむしろわたしたち日本基督教団に属するキリス

ト者は、互いに話し合い、そして互いに違いを理解

しあおうとする「いのちの道」を模索していきたい

と願っている。

　「実に、神の国はあなたがたの間にあるのだ。」

 （ルカによる福音書17章21節）

　信頼に基礎をおく愛の支配、「新しい世界」を求

めている。

　それゆえに不信と相互監視、またさまざまな分断、

差別、抑圧を招くであろう、この「国家情報会議」

設置法案に断固反対し、廃案を求める。

　2026年 5 月16日

 日本基督教団京都教区第90回（合同後第60回）

 京都教区定期総会

編 集 後 記

○それぞれの教会には、その教会独自の在りよう、そして醸し出す佇
たたず

まいがある○頭で理解していた以上に

最近さまざまな教会を訪れさせていただいて、そのことを強く感じさせていただいている○その教会の大切

にしていることは、その礼拝順序や週報、また教会建築、特に会堂に“かたち”となって確かに現わされて

いる。最近はそれに加えて、外に植えられている花々、さまざまな掲示物、掲示の仕方、置かれているもの

からも教会の在りよう―それは教会員の方々の姿、教師の教会を思いやる気持ちがあらわれ、あふれて、語

りかけてくることを感じる○またお話を聴くと一層、地域の色彩、歴史の重みと共に、それぞれのお人柄か

ら、またたとえ何も言わず笑顔でおられるだけで「キリストの香り」が醸し出されている○それが教会をあ

たたかい“いのち生きられる場”としているのだとあらためて教えられている。主に感謝 （K）
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